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はじめに 

 本研究では 100mm の計測範囲を 1 ㎛の高分解能測

定が可能な長深度 TD-OCT を開発している。温度・濃

度変化に対する溶液の状態変化や屈折率の変化を、

OCT を用いて測定することを目的としている 1)。

100mm の測定範囲を B スキャンした際に、ナイフエッ

ジによる回折効果を観測した 2)。本報告では、純水中

にカバーガラスを挿入した際の屈折率差に伴う位相差

による回折効果と、ベッケ線の考えに基づいた理論と

の比較について報告する。 

実験 

本 OCT は波長(λ)860nm の SLD 光源を用いている。 

水中でのカバーガラスによる回折効果の OCT 測定光

学系を Fig.1 に示す。OCT プローブ前方の測定範囲に

5×5cm 水槽を設置し、その水槽中にカバーガラスを設

置した(Fig.1a)。カバーガラスを光軸に対し垂直(x 軸)

に 0.1mm ずつ移動させて、その時のカバーガラスと水

槽の OCT 干渉信号を測定した(Fig.1b)。実験ではビー

ムの広がりを-2mrad から 2mrad まで変化させて 5段階

で実験を行った。ベッケ線 3)に基づく理論の計算では

Eq.1 を用い、実験で行った平行光の結果と比較を行っ

た。ここで φは屈折率差による位相角、ωは√2/𝜆𝑓𝑥で

表わされる無次元項で f は伝搬距離である。 

I(ω) = {[(1 − cosφ)C(ω) + sinφS(ω) − 2sinφ]2 

+[(1 − cosφ)S(ω) − sinφC(ω) + 2cosφ]^2}/4  (1) 

結果 

純水中でのカバーガラスによる回折効果の結果を

Fig.2 に示す。a)のカバーガラスの結果ではビームを集

光状態(-2mrad)から拡散状態(2mrad)に変化させると、

徐々に立ち上がりが急峻になる一様な変化を示した。

ビームが拡散するにつれピークが立ち上がる様子が観

察された。b)の水槽の結果でも集光から拡散光にする

ことで立ち上がりが急峻になった。左右のピーク強度

を比べるといずれの結果でも左側の方が高くなった。

ベッケ線の計算結果を Fig.3 に示す。これと平行光(緑)

の OCT 測定結果を比較すると、最下点や左右両方の第

2 ピークまで横軸の位置が一致した。それよりも高次

になるとずれが生じている。計算は屈折率差による回

折パターンを求めているが、OCT の結果は B スキャン

時の反射を捉えた定点計測による分布であり、今後本

結果を溶液の状態変化の解析に応用していく。 

 

Fig.1 Diffraction effect measurement system 

 

Fig.2 OCT signals, a)cover glass, b)water tank wall 

 

Fig3 Calculation results (Becke line) 
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